
第 54回（2022年春季）実用イタリア語検定 IBT 

ITALIANO: PROVA DI ABILITÀ LINGUISTICA (IBT) 

準 2級問題 

 

実施期間： 2022年 3月 13日（日）10:00から 3月 20日（日）21:00 まで 

試験時間： リスニング問題 COMPRENSIONE AUDITIVA: (N 1 – N 22) 約 35分間 

筆記問題 PARTE SCRITTA: (N 23 – N 60) 約 85分間 

リスニングと筆記の合計 約 120分間 

 

【問題の説明】 

 

1. この試験は、当協会の公式HPに掲載されているデモ試験で、いまご利用中のパソコンや

通信回線に問題がないことを確認していただくことを前提に受験していただきます。 

2. 申込者本人が一人で受験してください。試験中はほかのパソコン、スマートフォン、辞書や

参考書などの使用を禁じます。リスニング問題で、白紙にメモを取ることは認めます。 

3. 試験はリスニングと筆記の 2つのセクションに分かれており、リスニングからスタートします。

ヘッドホンやスピーカーなどの出力装置が正常に動作し、音声が再生されることをあらかじ

め確認しておいてください。 

4. リスニング問題では、問題文は 2 度繰り返して読まれます。また、パート（PARTE）が変わ

る時には合図の音が流れます。 

リスニング問題は一時停止や聞き直しはできません。最初から最後まで、通して受験してく

ださい。画面には各問題の残り時間が表示されます。 

5. リスニング終了後、「マイページへ」ボタンを押し、筆記問題に解答してください。筆記試験

に移動したあと、リスニング問題に戻ることはできません。画面には筆記試験の残り時間が

表示されます。 

6. 解答は、選択肢の中から最も適当なものを 1つだけ選んでください。 

7. 記述問題（N 60）の解答は、テキスト入力ボックスに半角英数字で入力してください。 

アクセント記号つきの母音文字の入力ができない方は、E’、e’ などのように、母音字のあ

とにアポストロフィ記号を記述してください。 

作文は、できるだけ所定の文字数の範囲内で解答していただきます。所定の文字数（スペ

ースを含む）は問題文に記載されています。また、画面には入力された文字数（スペース

を含む）が表示されますので目安にしてください。 

 

 

 

実施期間後、試験問題と正解、リスニングのスクリプトを検定協会公式 HP で閲覧できる

ようにします。また、ご自身の解答をマイページで閲覧可能にします。その日程は HP に

掲載します。 

合否判定結果は 4月末にマイページで発表します。詳しい日程はHPに掲載します。 

結果について、電話などでのお問い合わせにはお答えできませんのでご了承ください。 

 

NPO イタリア語検定協会  

結果通知など 



COMPRENSIONE AUDITIVA 

(LIVELLO PRE-SECONDO) 

 

 

PARTE I (N 1 – N 4) 

Ascoltare la registrazione e scegliere fra a, b, c. 

 

N 1 

 a b c 

 

 

PARTE II (N 5 – N 8) 

Ascoltare la registrazione, la domanda e le tre risposte che seguono 

e scegliere fra a, b, c. 

（質問と選択肢も音声のみによる出題となります） 

 

 

PARTE IV (N 13 – N 16) 

Ascoltare la registrazione e scegliere fra a, b, c. 

 

N 13 

Emilio Salgari: 

a) fu un grande viaggiatore 

b) scrisse molti romanzi 

c) visse molte avventure 

 

  



 

N 14 

Nel 2020, tra gli anziani di 75 anni o più, viveva in coppia: 

a) la maggior parte degli uomini 

b) la maggior parte delle donne 

c) la maggior parte degli uomini e delle donne 

 

 

PARTE V (N 17 – N 22) 

Ascoltare la registrazione e scegliere fra VERO (a) o FALSO (b). 

 

Primo ascolto (N 17 – N 19)   

 VERO FALSO 

N 17 Un tempo i tubetti del dentifricio non 

erano come quelli di oggi 
a b 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 54回試験について◆ 

・第 54回検定は IBT(Internet Based Testing)方式で実施しました。IBT方式とは、

パソコンで、自宅などかオンラインで任意の時間に受験する方式です。 

・パソコンのモニターで見やすくするため、本番で表示したイラストや選択肢は、こ

こに印刷したものと異なったレイアウトとなっていました。 
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